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数回にわたる寒波ハ襲来に、あわやことしもまたまた寝室；か

と不安に陥ったり、また、 立容を過ぎてからも科ぴ怒気問のl平

河！？などの現象があったりしてヒヤヒヤした三ともあったが、ど

うやら伺とかスコップをもって出上に上がることのないまま冬

が終わャた感じで、ほっと安どの胸をなでおろしている。

過去には、桜のff.が咲いていて、チラふう吉’カ、降るといった

恕苦手異変ともいえる珍現象もあったが、多少の架設はあるにし

ても、もう 3月の声を聞けばしめたもの、冬は終わ ったも同然

であろ5。

いつ消えるとも思えないほど樹もッた野面のさ：も、辿日のi対

のためすっかり消え果て、近くの山すそは、授の醜いまでに色

あせた聾を見せながらも、早速と容の装いにl校ηかかろうとす

る気配が見うけられる。

雪にひしがれた雑草は、かつての緑を取り戻そ3とうごめ

き、ふきのとうは、雪解け遅しとばかり首をもたげて立ち上がり

野も山も巷も、日に映るものみな、既に早谷の安梢であり、や

がて替は足音高くやってくるの感じがみなぎっている。

何といっても雪解けの愚も早いのは海浜地帯であろう。

かつて猛吹雪と共に荒れ狂った海も、今はようやく静かなただ

ずまいを見せ、 一目、侠晴ともなれば、早春の日ざしはまだ弱

くとも砂浜はたちまち乾き、 春の表情に急変する。

こどもたちは、長く、そして暗い北陸の冬から解脱され、日

附ともなれば、青空を仰いで自由に手足をflドばそうとして、乾

いた砂浜を求めて集まってくる。

人気のない砂浜はたちまちにしてこどもたちの楽園と化す。

期せずして自然発生的に、相撲がはじまり、ボール投げがb.伝

われる。

ほおをま っかにして、乙の勝負l・.かにと民会ljに児γるl似、砂

だらけの鼻の下を、しもやけにふくらんだにぎりこぶしでこす

り広がらね！手にぶつかっていく子。

波のうねりと共に日本泌を政ってくる胤はやはりまと.－；；T.二

fij~IJ,文感にI自ぶったこどもたちの感情は、 思王手の冷たい）誕の入

り乙むすきまさえ与えないのだろうか。

風は乙どもたちの頭上を通り抜け、助問l体の恨Jjに生えるす

すきの枯葉を：'.1サカサ打ち附らしながら山のソjへ吹き技けてゆ

くコ

3月という月は落ち活かない月であり、人間で冨えば背訴に

当たり、常にいらいらした月であるといわれている。

暖かいと思えば急に型車くなり、突風が吹き、 不明則な隔が統

くといったようなは院の激変のくりかえしの多いjlでもある。

また、 3月は符岱と同じく成長のjjであり、生物はみなその

いらいらの中で成l呈を道、げていくのだといわれる。

「春は名のみの…………Jの名歌もめるが、lf'.δとは、感｛討

とロマンと熊そうの象徴であろ三。

巷には卒業、受験、就職、 ifi任、 j起臓と沼、！むこどもたt'i •.fl色

を変えて東奔同定している。

E手．吾、まこと多感にして、泣い山！日正はかたくなに白L、。

（編集委員 間 部由治）
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附和 45年 3月 10日
月 flj （毎月10日発行〉

新
聞
や
テ
レ
ど
で
報
じ
て
お
り
ま
す
米

の
生
産
調
路
が
い
よ
い
よ
具
体
化
し
て
き

ま
し
た
。

「
米
は
、
消
費
が
減
退
す
る
一
方
、
生
産

が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
た
め
、
恒
常
的

な
過
剰
状
態
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
般

に
対
処
し
て
、
米
の
需
給
の
均
衡
を
凶
る

こ
と
は
、
般
政
上
の
緊
急
か
つ
重
要
な
観

屈
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
操
業
者
お
よ
び
関
係
悶
悼

の
協
力
を
得
て
、

「
稲
か
ら
他
作
物
へ
の

作
付
転
換
等
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
の
推

進
を
図
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
四

十
五
年
産
米
に
つ
い
て

一
五

0
．万
・「

ン
以

上
減
産
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
、
乙
の

3

ち
一

0
0．
万
ト
ン
以
上
を
米
山
生
時
調
盤

臼
様
数
量
と
し
て
都
道
府
県
別
に
配
分
さ

れ、
＼
コ
月
二
十
三
日
付
ぜ
で
．
朝
円
町
に

六

二
4

・h
，ン
わ
生
建
執
務
目
標
数
量
の
配

分
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
六
一

二
ト
ン

を
朝
日
町
の
平
均
反
収
で
除
し
ま
す
と
一

三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

ω剥
盤
面
積
と
な
り
農

業
共
済
組
合
引
受
幽
梢
の
七
．
八
%
と
な

り
定
す
。

次
に
国
が
示
し
て
レ
る
米
ル
ヱ
係
謝
料
実

施
要
綱
（
案
）
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、

一
、
米
の
生
産
調
整
は
‘
稲
作
か
rv
飼
料

作
物
、
野
菜
、
果
樹
．
地
域
特
産
物
等

へ
的
作
付
転
換
を
似
則
と
し
、

土
地
条

件
、
技
術
的
粂
件
か
ら
み
て
、
当
面
作
付

転
換
が
閑
雌
な
場
合
に
は
．
休
耕
に
よ

る
乙
と
・
も
や
む
を
得
な
い
と
し
て
い
る

二
、
米
生
康
調
蜘
駅
前
回
に
つ
い
て
は
、
町

ひさあ（針溢~：tJ~）第175号

三

O

M
の
調
整
割
当

長
が
農
業
者
別
回
一標
面
積
を
配
分
し
た

農
業
者
か
ら
、
米
生
産
調
瞥
実
施
計
闘

の
提
出
を
求
め
る
乙
と
。

一
ニ
、
生
陵
調
鰐
奨
励
補
助
金
の
交
付
対
象

は
、農
業
者
が
、
昭
和
四
十
四
年
に
お
い

て
水
稲
の
作
付
け
が
行
な
わ
れ
た
水
白

で
あ
っ
て
、
脳
和
四
十
五
年
に
水
稲
を

作
付
け
し
な
い
（
水
稲
か
ら
稲
以
外

ω

他
作
物
へ
作
付
転
換
』
旧
に
の
み
交
付

さ
れ
る
。
そ
の
銀
は
転
換
休
耕
聞
の
昭

和
四
十
四
年
度
農
業
共
済
組
合
引
受
基

準
単
収
に
八
十
一
円
を
乗
じ
た
額
が
交

付
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
〈
朝
日
町
の

平
均
反
当
り
交
付
見
込
額
三
七
、
九
八

心
身
障
害
者
〈児
〉扶
養
共
済

制
度
が
発
足
し
ま
す

四
月

一
日
か
ら
心
身
障
害
者
（
児
）
扶

養
共
済
制
度
が
発
足
し
ま
す
ι

心
身
に
障
害
め
る
乙
ど
も
を
持
つ
親
ル

最
も
心
配
な
こ
と
は
、
親
が
死
亡
し
た
あ

と
の
障
害
児
や
将
．米
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
乙
で
今
度
発
足
す
る
『
心
身
障
答
者

扶
接
共
済
制
陵
L

は
．
親
（
扶
養
指
）
が

お
互
い
に
共
済
制
度
に
加
入
し
て
、
あ
と

に
残
さ
れ
た
障
害
者
に
毎
月
二
万
円
を
支

給
し
‘
生
活
れ
安
定
を
保
障
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
制
皮
に
加
入
で
き
る

ωは、
・
将
米

独
冗
し
て
社
会
化
活
そ
で
き
な
い
陣
容
者

を
扶
養
し
て
い
る
凶
十
五
才
・
未
満
の
万

（
今
年
度
に
限
り
六
十
五
才
未
満
ま
で
加

九
円
）

四、

昨
年
八
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災

を
受
け
た
米
間
以
旧
田
は
、
当
別
の
指
噂

で
は
．
休
耕
聞
と
し
て
耐
積
に
算
入
さ

れ
、
奨
励
補
助
金
が
交
付
ぢ
れ
な
い
と

云
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
次
の
要
綱
で

は
休
耕
旧
と
し
て
の
面
積
に
も
算
入
し

な
い
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

似
し
、
植
林
を
し
た
場
合
は
、
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

以
上
記
述
し
ま
し
た
が
、
こ
の
公
報
「

あ
さ
ひ
」
が
町
民
の
皆
ざ
ん
の
手
に
届
く

時
点
に
は
、
部
落
鹿
談
A

答申
M

で
詳
し
い
説

明
を
き
か
れ
る
乙
と
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
良
債
米
へ
の
梢
費
者
の
関
心
も

高
ま
り
、
ホ
？
ネ
ン
恩
生
、
越
時
間平
生
等

食
昧
の
良
い
米
の
生
産
に
あ
わ
せ
、
食
管

法
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
米
生
産
調
整
問

題
を
正
し
く
理
解
し
、
ど
協
力
を
お
頼
い

し
ま
す
G

（
産
業
課
）

入
で
き
る
）
で
す
。

加
入
に
つ
い
て
が
一
詳
細
は
地
区
比
生
委

員
、
ま
た
は
役
場
民
紘
一諜
厚
生
保
へ
お
た

す
ね
く
だ
さ
い
。

（民
生
梨
）

お

わ

び

本
誌
二
月
号
戸
第
一
七
四
号
）
三
貞
の

「
成
人
式
特
集
」
に
択
の
問
題
い
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
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楼難
下宮の
の ｜崎 わ
幽小ざ
崎学と
神授な，
相：でそ L宮崎小で民族芸能稚児舞の保存へ
のは’
容乙 復 iF.しるい身の祈い歴いでるに時化らわ代
祭の 元健ま了文体反り祖史る尚古、代のれたへ老
り意 すなっし化で映や先に 。え老 伝 （｝） 民てり：人
の義 る資たれ 伝と思の名民ょたえ流俗き地：か
際を こ料時が遺承し考人も俗うち知れ芸た元数ら
考 ととに破産して、々残芸とのっと能無で百次
四え あしはびでたそ行がさ能し減てとは形伝年の
月、 歪 で 、てあ 尊の動、なはて少いも、文えに i!t

さあ爆弾議員長会見）第175号(3) 
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て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識

・

ζ

れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
①

と
の
よ
う
な
仁
義
に
極
め
て
厚
い
方
々

を
多
く
選
び
出
し
て
い
る
県
の
予
算
は
、

「
お
互
い
に
う
ま
く
や
ろ
う
ぜ
」
と
い
う

予
算
が
大
き
く
ふ
く
れ
上
が
り
、
教
育
や

公
害
対
策
、
社
会
福
祉
予
算
が
、
当
然
あ

る
べ
き
姿
を
失
っ
て
し
ま
い
、
し
な
び
た

み
す
ぼ
ら
し
い
ザ
マ

γ
タ
レ
に
な
っ
て
し

ま
う
。
即
ち
望
ま
し
き
生
活
予
算
が
影
う

す
い
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、
政
治
道
義
不
在
の
人
脈

を
つ
く
っ
た
も
の
は
誰
な
の
か
。
そ
れ
は

候
補
者
の
罪
か
、
政
党
の
界
な
の
か
。
そ

の
他
に
も
っ
と
わ
る
い
も
の
は
？

八
日
）
地
区
内
で
行
な
わ
れ
る
民
的
芸
能

「
稚
児
舞
」
を
、
記
録
で
残
す

一
方
、
教

育
的
立
場
か
ら
音
楽
教
材
や
保
育
実
技
に

採
用
し
、
無
形
の
文
他
財
が
、
次
代
を
に

な
う
児
童
に
生
き
た
形
で
保
存
ざ
れ
、
永

久
に
人
々
の
思
考
や
思
想
の
た
め
の
資
料

に
供
そ
う
と
計
り
関
係
方
面
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。

宮
崎
の
稚
子
舞
は
、
黒
の
紋
付
饗
で
色

ょ
う
せ
ん
り
つ

ど
り
も
あ
ざ
や
か
な
槍
を
手
に
、
陽
旋
律

に
乗
っ
て
踊
る
勇
壮
な
武
技
風
の
「
槍
お

ど
り
」
と
、
紫
の
紋
付
を
道
中
町
に
藩
て

、
ん
せ
ん
り
つ

陰
旋
律
の
唄
に
合
わ
せ
．
蘭
や
艇
の
色
し

ご
き
を
ひ
る
が
え
し
て
優
雅
に
搾
う
「
扇
・

舞
」
の
陰
陽
ご
つ
か
ら
成
り
、
と
も
に
鎌

倉
期
（
約
八
百
年
前
）
に
栄
え
た
宮
崎
域

下
の
華
臨
な
文
化
を
今
に
残
す
唯

一
の
も

の
と
伝
承
さ
れ
る
。
鍔
に
は
室
町
期

（約

ふ
り
ゅ
う

五
百
年
前
〉
頃
の
風
流
系
の
名
残
り
も
あ

っ
て
、
企
図
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

選
知挙
と

学
校
で
発
行
し
た
記
録
は
、
頃
東
教
諭

の
採
譜
し
た
地
唄
ゃ
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
合

奏
曲
を
五
線
紙
に
、
舞
は
習
い
覚
え
た
児

童
の
形
を
分
解
写
真
に
納
め
、
芸
能
の
歴

史
や
意
義
、
環
境
の
教
材
悩
の
試
薬
等
を

問
十
二
ペ
ー
ジ
の
冊
子
に
ま
と
め
て
あ
る

（
学
校
）

〈
写
真
上

V
ク
ラ
プ
演
奏
に
あ
わ
せ
て
扇

舞
の
練
習
を
す
る
宮
崎
小
の
児
童

－
郵
便
局
だ
よ
り
一

郵
政
大
臣
か
ら

米
寿
者
に
金
盃
贈
呈

日
頃
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
育
て

ら
れ
て
い
る
簡
易
保
険
で
は
、
明
治
十
四

年
中
に
生
ま
れ
た
方
達
に
、
こ
の
ほ
ど
郵

政
大
院
か
ら
の
長
寿
を
祝
う
金
涜
と
お
祝

「
半
日
仕
事
を
休
む
こ
と
に
な
る
べ
い

そ
の
日
当
に
あ
た
る
ゼ
－
一
位
は
ね
」
、
「

何
も
く
れ
ず
に
頼
む
な
ぞ
、
頼
ま
れ
た
乙

と
に
な
り
は
せ
ん
で
す
わ
い
」
、
「
酒
や

お
菓
子
の
な
い
会
合
な
ん
て
」
、
「
幹
部

な
の
に
、
料
理
屋
か
温
泉
招
待
毎
一
度
．た

っ
て
し
て
〈
ん
ね
え
シ
ミ
7

タ
レ
の
親
分

で
は
ね
」
等
々
と
、
乙
の
低
意
識
の
選
挙

民
の
多
い
地
盤
で
は
、
A
W．
胞
と
ア
ル
コ

ー

ル
‘
砂
糖
の
農
薬
と
で
、
土
媛
が
極
度
に

酸
性
化
し
、
ヒ
ヱ
、
マ
ル
’
ス
ゲ
の
よ
う
な
雑

車
で
な
け
れ
ば
当
選
で
き
な
く
な
る
。
住

民
の
み
な
さ
ま
、
乙
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ

う
か。

（
朝
日
町
明
正
選
挙
推
進
協
議
会
）

い
の
書
状
JT
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
の
健
出
版
増
進
を
闘
っ
て

つ
く
ら
れ
た
簡
易
保
険
事
業
が
は
じ
ま
っ

て
か
ら
こ
と
し
で
五
十
三
年
、
そ
の
加
入

件
数
も
四
平
二
百
五
十
万
件
、
契
約
高
八

兆
円
、
そ
の
資
金
も
二
兆
円
と
伸
び
て
き

て
い
ま
す
が
、
乙
れ
も
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ
て
社
会
の
中
堅
と

し
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
人
達
の
協
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
達
に
、
今

後
も
陸
蝶
に
留
意
し
、
や
が
て
白
寿
（
九

九
才
）
の
賀
を
迎
え
て
ほ
し
い
と
い
う
趣

旨
に
よ
る
も
の
で
、
泊
郵
便
局
区
内
で
は

二
月
二
十
日
、
野
沢
郵
便
局
長
が
各
家
庭

を
訪
問
し
て
、
「
今
後
も
か
ら
だ
に
気
を

つ
け
て
元
気
で
暮
ら
し
て
く
．た
さ
い
。
」

と
会
盃
と
あ
い
さ
つ
状
を
届
け
た
。

当
朝
日
地
区

ωお
祝
い
を
受
け
た
方
遥

は
次
の
と
お
り
で
す
。

谷
口
え
と
〈
小
更
）

名
越
ふ
さ

（大
家
庄
）

、
藤
田
い
と
（
一ニ
枚
橋
〉
（
泊
郵
便
局
）

〈
写
真
上
V
野
沢
局
長
の
手
か
ら
米
寿
者

仁
金
盃
の
贈
呈

図

書

館

だ

よ

り

〈
新
着
図
書
V

日
本
の
名
著
（
日
連

）

中

央

公

論

社

家

柑

の

税

学

清

家

情

富

山

県

の

歴

史

坂

井

誠

一

父
山
本
五
十
六

山
本
義
正

創

側

学

会

を

斬

る

藤

原

弘

違

現

代

っ

子

の

教

師

論

川

上

満

子
ど
も
に
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か
石
上
正
夫

六
法
全
書
（
昭
和
四
十
五
年
版
）
有
斐
閣

計

算

尺

入

門

高

原

健

吉

食

物

と

健

康

小

柳

達

男

五
十
才
か
ら
の
健
康
縁
原
閤
雄

男

の

更

年

期

間

多

弁

吉

之

助

医

者

を

告

発

す

る

兼

子

昭

一
郎

漢

方

の

認

識

高

橋

町

正

数

学

の

ま

な

び

方

肱

永

昌

吉

小
鳥
（
洋
烏
、
利
烏
の
正
し
い
飼
い
方
）

中
川
志
郎

和
裁
全
書

主

婦
の
友
社

や
さ
し
い
家
庭
大
工
入
門
氷
山
武
史

自

動

車

売

買

叩

斐

道

太

郎

家

庭

料

理

十

二

カ

月

赤

堀
全
子

サ

ボ

テ

ン

園

芸

伊

藤

芳

夫

家

庭

果

樹

全

税

永

沢

勝

雄

愛
犬
の
飼
い
方
し
つ

け

方

坂

井

大

日
本
万
国
樽
覧
会
公
式
ガ
イ
ド

日
本
万
国
際
協
会

囲
碁
の
初
歩
か
ら
初
段
ま
で
柑
場
一
宏

初

歩

の

麻

雀

斉

藤

緑

風

大

吉

政

め

麻

釜

山

守
内
大
吉

お
茶
の
道
し
る
べ

千
宗
室

大
山
名
人
の
将
棋
教
室
大
山
康
晴

・
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第
十
四
国
町
民
ス
キ
l
大
会

第
一
回
小
・
中
学
校
記
録
会

さ

二
月
十
一
日
三
降
ス
キ
l
場

（隔世
国
｜
大
同
転
）

あ

マ
小
学
校
女
子

。
岡
本
嵯
美
（
宮
）

、
①
竹
谷
多
喜
子

｛宮
）
、
①
石
原
雅
子
（
南
〉

マ
小
学
校
男
子
五
年

①
赤
川
修
（
約一

一
）
、
①
森
島
惜
（
南
）

殿
村
誠
叫
（
南
〉

マ
小
学
械
男
チ
六
年

①
木
村
博
明
（
泊
一
一
）
、
①
折
一戸
範
真

（
五
）
、
＠
河
村
亮
三

（五）

マ
中
学
校
友
子

河
村
博
チ

戸五）

、
河
村
雅
子
（
冗
）

①
長
崎
千
恵
子

（耐）

マ
中
学
崎
関
子

①
広
田
慎

一
郎
（
五
）

、
①
長
谷
広
吋

（南）

、
①
小
杉
義
弘
（
山
）

マ

一
般
女
子

①
雌
出
奨
障
子

（大）

、
①
本
間
明
子

（
泊
三
）

マ
一

般
開
チ
二
部

①
高
桜
醤
義

（泊
一
一
）
、
①
ぷ
上
洋
己

（要？諸説儲日）第175号

（
泊
二
）
、
①
平
崎
保
彦
（
泊
一二
〉

マ
一

般
男
子

一
部

勝
田
忠
温
（
置
〉
、
＠
小
沢
孝
宏
（山〉

①
横
谷
一
一
雄
（
泊
三
）

マ
地
区
対
抗

①
南
保
、
①
五
箇
庄
、
①
泊
二
区

マ
小
学
校
対
抗

①
間
保
小
、
①
泊
小
、
①
宮
崎
小

郡
民
体
育
大
会

第
三
回
ス
キ
l
大
会

二
月
二
十
二
日
字
奈
月
大
原
台

（種
目
！
大
同
転
）

マ
中
学
校
女
子
一
部

⑦
河
村
雅
子
（
泊
中
）

マ

一
般
女
子

①
烏
端
昌
子

（泊
一
）
、
①
本
田
明
子

（伯
一ニ）

マ開門
年
男
子
二
部

①
藤
沢
義
弘
〈
大
）
、
①
小
沢
孝
宏
（
山
）

マ
青
年
男
子
一
部

①
傑
松
博
幸
（
笹
〉

、
①
居
波
小
一

泊
二
）

マ
成
年
男
子
二
部

①
本
村
朝
男
（
伯
一
エ
〉

マ
成
年
男
？
？
・
一

部

①
広
川
良
問
（
境
）
（朝
日
町
体
育
協
会
）

団
長
に
入
江
久
君

連
青
新
役
員
き
ま
る

マ
附
利
間
十
五
年
度
役
目

団

長

入

江

久

（

泊
〉

剛
団
長
横
谷
賢
二
（
泊
）

。

吉

江

開

明

（

五

箇

庄

）

削

雅

子

（

南

保

）

山
崎

真

一
（
大
家
圧
）

渡
辺
照
夫
（
境
）

竹
内
秀
樹
（
笹
川
）

長
井
孝
森
（
挺

川）

。常事。
任務
見同
事長

// 

// 

普
田
和
夫
（
南
保
）

古門出

進

（
大
家
庄
）

鍋
島
佐
一
（
山

崎）

間
部
和
夫
（
的
）

小
沢
依
代
子
（
山
崎
）

.I/ 々，， 
マ
昭
和
問
十
五
年
度
活
動
は
僚

・
行
年
の
内
び
を
高
め
る
た
め
に

－
青
年
と
し
て
お
の
れ
の
ほ
こ
り
を
高

係〈⑤浴室タ泊
地
区
の
商
店
婦
人
学
級

，町、

昭
如
刊
四
十
四
年
度
文
部
省
委
嘱
伯
商
店

綿
入
学
級
が
、

泊
商
店
街
引
主
舗
を
対
象

に、

昨
年
六
月
か
ら
開
級
さ
れ
て
い
ま
す

（
三
月
で
閉
紐
〕

商
店
樹
入
学
級
は
．
丘
町
度
成
長
を
と
げ

る
経
荷
の
長
則
展
望
山
上
に
・
1
っ
て
、
商

店
経
営
の
技
術
を
学
び
、
あ
わ
せ
て

一
般

教
寮
を
身
に
つ
け
、
現
代
に
即
応
す
る
商

家
の
主
婦
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る

も
引
で
、
学
級
午
は
商
店
め
主
制
で
あ
り

店
と
家
駅
の
耐
寸
一
ωた
め
、
忙
し
い
に
も

か
か
わ
ら
ず、
出
席
一
千
が
良
く
、
熱
心
に
勉

強
さ
れ
、
そ
の
熱
意
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

学
習
時
間
に
は
必
ず
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、
自
分
円
身
に
直
結
し
た
学
習
内
容

で
あ
る
よ
う
努
均
し
て
い
ま
す
。

主
に
商
店
経
常
に
カ
を
入
れ
、
間
記
を

は
じ
め
、
優
良
商
店
街
の
見
学
、
お
容
に

対
す
る
接
待
態
度
、
電
話
の
泌
待
、
店
舗

め
る
た
め
に

・
背
年
と
し
て
そ
の
在
停
を
知
ら
し
り

る
た
め
に

マ
活
動
方
針

一
、
新
時
代
の
団
体
意
識
を
確
立
し
ょ

A

，J
 

て
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
を
作
ろ
－コ

一
、
友
愛
の
心
を
そ
だ
て
よ
う

（
叫
日
町
連
合
脅
年
間
）

陳
列
の
構
成
、
包
装
と
進
物
の
ポ
イ
ン
ト

今
後
の
小
売
店
の
万
向
等
に
つ
い
て
、
日

頃
気
の
つ
か
な
い
乙
と
な
と
沢
山
あ
り
、

非
常
に
経
済
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
外
に
、

私
達
の
一
番

大
事
た
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、婦
人
病
、

成
人
病
予
防
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
体

様相守
髄
援
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
実
技
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
老
後
の
生
活
安
定

ω
た
め
の
設
計

ゃ
、
身
近
な
家
庭
法
律
、
町
内
の
文
佑
と

暦
史
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、

一
般

教
義
を
身
に
つ
け
る
よ
う
学
び
ま
し
た
。

今
後
の
商
店
経
嘗
に
学
級
で
学
ん
だ
知

謙
を
充
分
に
取
り
入
れ
、
明
る
い
商
店
街

の
亮
展
に
寄
与
し
た
い
ー
と
思
い
ま
す
。

（泊
掛
人
会）

泊
商
問
婦
人
学
級
の
学
習
風
最

写
真

万
博
見
学
は

自
家
用
車
で
は
ダ
メ

駐
車
場
不
足
汽
車
か
パ
ス
の
利
用
を

全
世
界
の
人
々
が
注
目
す
る
う
ち
に
‘

日
本
万
国
博
覧
会
が
一
一月
十
五
日
か
ら
大

阪
府
下
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

万
博
開
催
期
間
中
は
相
当
の
交
通
ラ
ッ

シ
ュ
が
予
慰
さ
れ
、
交
通
事
故
の
激
発
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
場
に
お
け

る
駐
車
場
の
駐
車
能
力
が
十
分
あ
り
ま
せ

ん
し
、
日
限
目
、
祭
日
、
特
殊
忽
催
し
日

等
は
相
当
不
足
す
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

自
家
用
車
で
見
学
し
よ
う
と
お
者
え
の

方
は
、
も
う

一
度
再
検
芯
し
て
、
れ
取
や

パ
ス
等
の
乗
物
を
と
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
開
催
期
間
中
は
、
国
道
八
号
線
の

福
井
市
か
ら
京
胤
市
内
ま
で
の
制
限
外
積

献
は
、
午
後
十
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の

夜
間
に
通
過
す
る
車
の
み
社
川
崎
さ
れ
安
す

（
入
内
情
祭
事
）

（
沼
崎
市
官
2

－

募
集
期
間

間
和
四
十
五
年
三
月
二
．十

一
円
ま
で

保
川
試
験
の
崎
川

什
衛
隊
富
山
迎
絡
部
創
刊
分
恥
一
山
川

（品川作
市
大
町
五
五
）

抑
制
は
役
場
総
務
剤
師
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

τ二、。
－r
、・bv

（総
務
課）
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県
書
ぞ
め
大
会
で
大
量
入
賞

日
出
十
一
間
富
山
川
町
市
町
ぞ
め
大
会
が
、
二

月
十

一
日
、
詰
山
市
体
育
館
に
、
同
町
内
の

小

・
中

・
叫んい

て

一
一
七
人
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ
、
明
日
町
関
係
で
は
択
の
児

童
生
従
が
「
位
向
」
入
賞
し
た
。

小
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